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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成28年3月8日(2016.3.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電源制御可能な回路ブロックと、
　前記回路ブロックの動作条件を取得する動作条件取得手段と、
　前記動作条件取得手段により取得された動作条件に応じて、前記回路ブロックが電源復
帰する際に必要となる電力情報と前記回路ブロックに電源が供給されている状態で消費す
る電力情報とを取得する取得手段と、
　前記取得手段により取得された電力情報に基づいて消費電力が小さくなるように前記回
路ブロックに電源を供給するか否かを判定する電源制御判定手段と、
　前記電源制御判定手段により判定された結果に基づいて、前記回路ブロックの電源制御
を行う電源制御手段と、を有することを特徴とする半導体集積回路。
【請求項２】
　前記動作条件取得手段は、
　前記回路ブロックの半導体の特性のばらつきを示す情報を取得するプロセス情報取得手
段と、
　前記回路ブロックに供給される電源電圧に関する情報を取得する供給電源電圧情報取得
手段と、
　前記回路ブロックの温度に関する情報を取得する温度情報取得手段と、を有することを
特徴とする請求項１に記載の半導体集積回路。
【請求項３】
　前記動作条件取得手段は、
　前記回路ブロックを識別する情報を記憶するＩＤ情報記憶手段を有することを特徴とす
る請求項１または２に記載の半導体集積回路。
【請求項４】
　前記取得手段は、１つまたは複数のプロセス情報、供給電源電圧情報、温度情報に基づ
いて前記回路ブロックが電源復帰する際に必要となる電力情報と前記回路ブロックに電源
が供給されている状態で消費する電力情報を取得することを特徴とする請求項１ないし３
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の何れか１項に記載の半導体集積回路。
【請求項５】
　前記取得手段は、前記回路ブロックの動作条件、前記回路ブロックを識別する情報およ
び電力情報を記憶する電力情報記憶手段を有することを特徴とする請求項１ないし４の何
れか１項に記載の半導体集積回路。
【請求項６】
　前記取得手段は、前記回路ブロックが処理を行わない電源遮断可能な期間に関する情報
を取得することを特徴とする請求項１ないし５の何れか１項に記載の半導体集積回路。
【請求項７】
　前記取得手段は、前記回路ブロックに電源が供給されている状態で消費する電力情報と
前記回路ブロックが処理を行わない電源遮断可能な期間に関する情報とに基づき、前記回
路ブロックが処理を行わない電源遮断可能な期間に電源を供給した際に生じる消費電力を
取得することを特徴とする請求項１ないし６の何れか１項に記載の半導体集積回路。
【請求項８】
　前記電源制御判定手段は、前記回路ブロックが処理を行わない電源遮断可能な期間に電
源を供給した際に生じる消費電力と、前記回路ブロックが電源復帰する際に必要となる電
力情報とに基づいて、前記回路ブロックに電源を供給するか否かを判定することを特徴と
する請求項１ないし７の何れか１項に記載の半導体集積回路。
【請求項９】
　前記動作条件取得手段により取得された動作条件に基づいて、前記回路ブロックが電源
復帰する際に必要となる電力情報と、前記回路ブロックに電源が供給されている状態で消
費する電力情報と、を補正する電力情報補正手段を有することを特徴とする請求項１ない
し８の何れか１項に記載の半導体集積回路。
【請求項１０】
　電源制御可能な回路ブロックを有する半導体集積回路の制御方法であって、
　前記回路ブロックの動作条件を取得する動作条件取得ステップと、
　前記動作条件取得ステップにより取得された動作条件に応じて、前記回路ブロックが電
源復帰する際に必要となる電力情報と前記回路ブロックに電源が供給されている状態で消
費する電力情報とを取得する取得ステップと、
　前記取得ステップにより取得された電力情報に基づいて消費電力が小さくなるように前
記回路ブロックに電源を供給するか否かを判定する電源制御判定ステップと、
　前記電源制御判定ステップにより判定された結果に基づいて、前記回路ブロックの電源
制御を行う電源制御ステップと、を有することを特徴とする制御方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　本発明の半導体集積回路は、電源制御可能な回路ブロックと、前記回路ブロックの動作
条件を取得する動作条件取得手段と、前記動作条件取得手段により取得された動作条件に
応じて、前記回路ブロックが電源復帰する際に必要となる電力情報と前記回路ブロックに
電源が供給されている状態で消費する電力情報とを取得する取得手段と、前記取得手段に
より取得された電力情報に基づいて消費電力が小さくなるように前記回路ブロックに電源
を供給するか否かを判定する電源制御判定手段と、前記電源制御判定手段により判定され
た結果に基づいて、前記回路ブロックの電源制御を行う電源制御手段と、を有することを
特徴とする。
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